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最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 11月 8日の中間決算発表時に公表した通期業績予想を下記のとおり

修正するとともに、特別損失の計上についてお知らせいたします。

記

１．18年 3月期通期業績予想数値の修正

  (1) 18年 3月期連結業績予想数値の修正（平成17年 4月 1日 ～ 平成18年 3月31日）
(単位：百万円)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)
（平成17年11月 8日 発表） 45,400 2,800 1,360

今回修正予想(Ｂ) 47,350 3,820 2,040

増減額(Ｂ－Ａ) 1,950 1,020 680

増減率(％) 4.3 36.4 50.0

（ご参考）
前期実績（平成17年3月期）

  (2) 18年 3月期個別業績予想数値の修正（平成17年 4月 1日 ～ 平成18年 3月31日）
(単位：百万円)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)
（平成17年11月 8日 発表） 45,000 2,700 1,330

今回修正予想(Ｂ) 46,730 3,690 1,990

増減額(Ｂ－Ａ) 1,730 990 660

増減率(％) 3.8 36.7 49.6

（ご参考）
前期実績（平成17年3月期）

  (3)修正の理由

２．特別損失の計上について

以 上

平成 18年  4月 27日

平成18年3月期 業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ

    （連結・個別同額）を計上いたします。

 の改善に努めた結果、経常利益、当期純利益ともに前回予想を上回る見込みであります。

44,645 1,499 876

45,034 1,659

当社が保有する固定資産の一部（土地）について減損処理を行い、特別損失として178百万円

973

  当期の業績につきましては、売上高の増加と諸経費の削減や原価管理の徹底による工事採算


